
広域ごみ処理施設整備事業に伴う
生活環境影響調査結果

日時：令和5年8月24日(木) 19時～

場所：尾鷲市立中央公民館

東紀州環境施設組合

住民説明会

【次第】
１．あいさつ
２．説明（生活環境影響調査結果）
３．質疑応答
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生活環境影響調査について
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■生活環境影響調査とは

廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づく調査であり、広域ごみ

処理施設整備の実施にあたり、周辺地域の生活環境の現況を把握し、

施設の設置による影響を予測、結果を分析することで、適切な生活環

境保全対策を含む施設計画とすること、良好な環境の保全を図ること

を目的としています。

現況調査

○既存資料調査
○現地調査

予測

○現況調査結果
+

○施設整備計画
○公害防止対策

影響の分析

【比較】
○予測結果
○生活環境保全上の
目標(環境基準等)
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１．事業計画の概要

2

■施設種類・規模

ごみ焼却施設（処理能力：64t/日）

全連続焼却方式（ストーカ式・発電なし）

■処理対象物

市町 可燃ごみ
可燃性
粗大ごみ

し尿処理
汚泥

その他
（災害廃棄物等）

尾鷲市 ○ ○ ○
熊野市 ○ ○ ○ ○
紀北町 ○ ○ ○ ○
御浜町 ○ ○
紀宝町 ○ ○
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１．事業計画の概要

■建設予定地（計画地）の位置

建設予定地

所在地 三重県尾鷲市矢浜真砂地内

敷地面積
約23,000㎡
（法面、河川敷を除く面積

：約17,000㎡）

3
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１．事業計画の概要
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■施設配置図 ※現段階のイメージ図



Copyright © Kokusai Kogyo Co., Ltd. All Rights Reserved.

１．事業計画の概要
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■仮立面図 ※現段階のイメージ図
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１．事業計画の概要
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■汚水処理計画
プラント排水及び生活排水は、排水処理設備における処理後、施設内

再利用することなどにより、施設外に放流しないクローズド方式を採用
します。
なお、生活排水については、合併処理浄化槽における処理後に、排水

処理設備に投入することを想定します。

※プラント排水…ごみピット汚水、洗車排水、プラットホーム床洗浄水など

■雨水処理計画
公共用水域（河川）へ放流することを基本とし、周辺への影響を軽減

するため調整池の設置を検討します。
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１．事業計画の概要
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■搬入・搬出計画

関係車両の走行ルートは、

国道42号、国道311号を基本

とし、合計204台/日の走行

を計画しています。

計画地
国道42号

関係車両走行ルート

国道311号
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１．事業計画の概要
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■設備計画
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１．事業計画の概要
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項目 自主規制値 法令規制値 適用法令

排
ガ
ス

ばいじん g/m3N 0.01以下 0.08以下

大気汚染防止法

硫黄酸化物 ppm 50以下 K値 17.5
窒素酸化物 ppm 100以下 250以下

塩化水素 ppm 50以下
約430以下

（700mg/m3N以下）

ダイオキシン類 ng-TEQ/m3N 0.1以下 1.0以下
廃掃法、ダイオ
キシン類対策特
別措置法

水銀 μg/m3N 30以下 30以下 大気汚染防止法

排
水

有害物質 -

―
（クローズド

方式）

法・条例基準値に
よる

水質汚濁防止法、
ダイオキシン類
対策特別措置法、
三重県生活環境
の保全に関する
条例

生活環境項目
（BOD等）

-

■公害防止基準（１）
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項目 自主規制値 法令規制値 適用法令

騒音

朝6:00～ 8:00 デシベル 55以下 55以下

騒音規制法、
県条例

昼8:00～19:00 デシベル 60以下 60以下

夕19:00～22:00 デシベル 55以下 55以下

夜間22:00～ 6:00 デシベル 50以下 50以下

振動
昼間 8:00～19:00 デシベル 65以下 65以下 振動規制法、

県条例夜間19:00～ 8:00 デシベル 60以下 60以下

悪臭

敷地境界における
基準

臭気
指数

15以下 15以下

悪臭防止法
気体排出口におけ
る基準

-
法基準に
基づき設定

臭気排出強度又は臭
気指数による規制

排出水における基
準

臭気
指数

―
(クローズド方式)

31以下

１．事業計画の概要
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■公害防止基準（２）
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１．事業計画の概要
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■本計画へ適用する公害防止対策

○大気汚染防止対策

• ろ過式集じん器によるばいじん除去を行う。

• 排ガス中の塩化水素(HCl)及び硫黄酸化物(SOx)除去のため、塩化水
素(HCl)及び硫黄酸化物(SOx)の除去設備を設置する。

• 燃焼制御法及び無触媒脱硝法等、必要に応じ複数の方式を組合せて
窒素酸化物の発生抑制及び除去を行う。

• 低温ろ過式集じん器方式又は活性炭・活性コークス吹込みろ過式集
じん器を採用し、ダイオキシン類及び水銀を除去する。

• 各設備は、定期点検を実施し、正常な運転を行うとともに維持管理
を徹底する。

• 廃棄物運搬車両の走行に際しては、空ぶかしの禁止、急加速等の高
負荷運転の回避及びアイドリングストップを励行する。

• 車両の整備・点検を徹底する。
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１．事業計画の概要
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■本計画へ適用する公害防止対策

○騒音・振動対策

• 機器導入においては、低騒音機器及び低振動機器を選択し、騒音・
振動の発生を抑える計画とする。

• 著しい振動を発生させる恐れのある機器を設置する箇所は、独立基
礎とする。

• 誘引送風機、押込送風機、空気圧縮機、その他騒音の発生する機械
は、防音・防振対策を講じ、必要に応じ専用の室に収納する。

• 各設備は、定期点検を実施し、正常な運転を行うとともに維持管理
を徹底する。

• 廃棄物運搬車両の走行に際しては、空ぶかしの禁止、急加速等の高
負荷運転の回避及びアイドリングストップを励行する。

• 車両の整備・点検を徹底する。

• 廃棄物運搬車両の走行は、法定速度を遵守する。
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１．事業計画の概要
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■本計画へ適用する公害防止対策

○悪臭防止対策

・ピットやプラットホーム内の負圧保持等、臭気が外部に漏れにく

い構造とする。

・休炉時のプラットホームの悪臭対策として、防臭剤、消臭剤の噴

霧のほか、必要に応じて脱臭設備を整備する。

・エアカーテン等により、プラットホーム内の臭気の遮断を図る。

・プラットホーム、ごみピット室の屋根及び外壁は気密性を確保し、

臭気が外部に漏れにくい構造とする。

・焼却炉稼働時はプラットホーム内の空気を燃焼用空気として強制

的に焼却炉に吸引し、800℃以上の高温で臭気を熱分解する。
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１．事業計画の概要
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■本計画へ適用する公害防止対策

○水質汚濁防止対策

・ごみ焼却施設はクローズド方式を採用し、ごみピットの溜まり水、

プラットホーム洗浄排水などは燃焼ガス冷却に再利用するなど、

プラント排水を放流しない計画とする。

・生活排水は合併処理浄化槽で処理を行い、処理後の排水は施設内

で再利用する。
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２．生活環境影響要因と生活環境影響調査項目
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調査
事項

生活環境影響要因

生活環境影響調査項目

煙突排ガ
スの排出

施設排水
の排出

施設の
稼働

施設から
の悪臭の
漏洩

廃棄物運
搬車両の
走行

大
気
環
境

大
気
質

二酸化硫黄(SO2) ●
二酸化窒素(NO2) ● ●
浮遊粒子状物質(SPM) ● ●
塩化水素(HCl) ●
ダイオキシン類 ●
その他必要な項目（水銀） ●

騒
音

騒音レベル ● ●

振
動

振動レベル ● ●

悪
臭

特定悪臭物質濃度または
臭気指数(臭気濃度)

● ●

水
環
境

水
質

生物化学的酸素要求量(BOD)また
は化学的酸素要求量(COD)

×

浮遊物質量(SS) ×
ダイオキシン類 ×
その他必要な項目 ×

●：選定した項目、×：選定しなかった項目
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３．生活環境影響調査の結果 ①大気質
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■現地調査地点

国道42号南側

国道42号北側

：一般環境大気質

：沿道環境大気質

：地上・上層気象

：車両走行ルート

○凡例

○調査期間

令和４年５月から

令和５年５月まで

計画地
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■現地調査結果

〇大気質の状況

17

３．生活環境影響調査の結果 ①大気質

計画地及びその周辺の大気汚染の状況は、全ての地点で、全ての項目
（二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質、塩化水素、ダイオキシン
類、水銀）が環境基準等に適合していました。

〇地上気象の状況

全季における風速の期間平均値は1.3m/s、最多風向は南南東、気温
の期間平均値は16.5℃、湿度の期間平均値は81%、日射量の期間平均
値は0.15kW/㎡、放射収支量の期間平均値は0.06kW/㎡でした。
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■現地調査結果

〇上層気象の状況
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３．生活環境影響調査の結果 ①大気質

全季の計224 回の観測において、下層逆転が38 回、上層逆転が20 回、全層・
二段階逆転が77 回確認されました。

調査時期 下層逆転 上層逆転
全層・

二段階逆転
逆転なし 観測回数

全季 38 20 77 89 224

逆転層とは
一般的に高度の上昇
にともない気温は低
下するのに対し、逆
に気温が上昇するこ
とをいいます。

逆転層出現回数

1.5 - - - 30.4 10 5 36 56
50 2.1 SSE 21.4 27.3
100 1.9 SSE 19.6 26.8 ※逆転層分類
150 1.7 SSE 16.1 26.3 下層逆転 上層逆転  全層逆転  二層逆転 逆転無し

200 1.5 SSW 14.3 26.0
250 1.5 SSW 17.9 25.7
300 1.5 SSW 16.1 25.4
350 1.5 SSW 21.4 25.1
400 1.6 SSW 14.3 24.7
450 1.9 SSW 12.5 24.4
500 2.1 SSW 14.3 24.1
550 2.2 SSW 14.3 23.8
600 2.3 SSW 17.9 23.5
650 2.4 SSW 19.6 23.1
700 2.6 SW 14.3 22.8 注1)

750 2.8 SSW 17.9 22.5 注2)

800 3.1 SSW 17.9 22.2
850 3.3 SSW 14.3 21.9
900 3.5 SSW 16.1 21.7
950 3.7 SW 16.1 21.4 注3)

1000 3.9 NNE 19.6 21.1
1100 4.1 NNE 14.3 20.6 注4)

1200 4.4 W 16.1 20.1
1300 4.7 W 14.3 19.7
1400 4.9 W 14.3 19.2 注5)

1500 5.2 WNW 14.3 18.7

上限高度は500mに設定し、これより高い高度において観測さ
れた逆転層は｢逆転なし｣に区分した。

上下の層の温度差が0.1℃以下の場合は有意のある温度差と認
めない。但し、上下の温度差が0.1℃の層が2層以上に連続し
ていた場合、有意のある温度差と認める。

観測期間：2022年7月22日～7月28日(7日間、各日8回観測)

下層
逆転
5

上層
逆転

全層・
二段逆転

逆転
なし

観測
回数

高度50m毎の気温観測データをもとに逆転層の状況を調べた。

逆転層区分の指定高度は100mとして、逆転層が指定高度より
低い場合を下層逆転、指定高度をまたぐ場合を全層逆転、指
定高度より高い場合を上層逆転、区分高度の上と下にあるも
のを二段逆転として集計した。

高度
(m)

平均
風速
(m/s)

最多
風向

最多風
向出現
率(%)

平均
気温
(m/s)

上層逆転

高
度

気温

下層逆転 全層逆転 二段階逆転 逆転なし
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３．生活環境影響調査の結果 ①大気質
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■予測結果及び影響の分析

生活環境の保全上の目標
【煙突排ガスの排出】

環境基準、三重県環境保全目標、指針値等
予測物質：二酸化硫黄、二酸化窒素、浮遊粒子状物質、塩化水素、

ダイオキシン類、水銀

【廃棄物運搬車両の走行】
環境基準

予測物質：二酸化窒素、浮遊粒子状物質

★環境基準：
人の健康を保護するうえで維持されることが望ましい基準であり、環境基本法に

より定められています。
★三重県環境保全目標：

生活環境を保全するうえで維持されることが望ましい水準として、三重県が独自
に定める行政上の目標です。
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３．生活環境影響調査の結果 ①大気質
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■予測結果及び影響の分析
【煙突排ガスの排出の予測について】
煙突排ガスによる影響の予測には、年間の平均的な影響を予測する

長期平均濃度予測と、高濃度出現条件下における短期的な影響を予測
する短期平均濃度予測(1時間値)があります。気象状況をモデル化し、
数値シミュレーションを行うことなどにより、これらを定量的に予測
しました。

★長期平均濃度予測：
計画地内の地上気象（風向・風速等）を1年間観測し

た結果をモデル化し、予測しました。
★短期平均濃度予測：

上層気象調査結果から把握した逆転層の状況や、短
期的に高濃度が生じる可能性がある気象条件をモデル
化し、予測しました。

①大気安定度不安定時
②上層逆転層発生時
③逆転層崩壊時(フュミゲーション) ※最大影響条件
④ダウンウォッシュ発生時
⑤ダウンドラフト発生時

逆転層崩壊時のイメージ
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３．生活環境影響調査の結果 ①大気質
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■予測結果及び影響の分析

〇煙突排ガスの排出（長期平均濃度:年間の平均的な濃度）

二酸化硫黄及び二酸化窒素の予測結果は、ともに生活環境の保全上の目
標（環境基準、三重県環境保全目標）を満足するものでした。

0.000357 0.000891
0

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

年平均値 日平均値の2％除外値

二酸化硫黄の予測結果ppm

三重県環境保全目標
(0.017以下)

環境基準(0.04以下)

0.002313
0.006154

0

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

0.06

0.07

年平均値 日平均値の98％値

二酸化窒素の予測結果ppm

三重県環境保全目標
(0.02以下)

環境基準
(0.04～0.06またはそれ以下)
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３．生活環境影響調査の結果 ①大気質
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■予測結果及び影響の分析

〇煙突排ガスの排出（長期平均濃度:年間の平均的な濃度）

浮遊粒子状物質、ダイオキシン類及び水銀の予測結果は、生活環境の保
全上の目標（環境基準、指針値）を満足するものでした。

0.030003

0

0.02

0.04

0.06

0.08

0.1

0.12

日平均値の2％除外値

浮遊粒子状物質

の予測結果
mg/m3

環境基準(0.1以下)

0.001394
0

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

年平均値

水銀

の予測結果μg/m3

指針値(0.04以下)

※指針値：今後の有害大気汚染物質対策のあり方について(第7次答申)による指針値

0.004813
0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

年平均値

ダイオキシン類

の予測結果
pg-TEQ/m3

環境基準(0.6以下)
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３．生活環境影響調査の結果 ①大気質

23

■予測結果及び影響の分析

〇煙突排ガスの排出（長期平均濃度:年間の平均的な濃度）

予測の結果、長期平均濃度における最大着地濃度地点は計画地から南側
約550mの地点となりました。

最大着地濃度地点
(計画地から約550m)

計画地
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３．生活環境影響調査の結果 ①大気質

24

■予測結果及び影響の分析

〇煙突排ガスの排出（短期平均濃度：一時的な高濃度（1時間値））

二酸化硫黄及び二酸化窒素の予測結果は、ともに生活環境の保全上の目
標（環境基準、指針値）を満足するものでした。

0.007424

0

0.05

0.1

0.15

1時間値

二酸化硫黄の予測結果ppm

環境基準(0.1以下)

0.024848

0

0.1

0.2

0.3

1時間値

二酸化窒素の予測結果ppm

指針値(0.1～0.2またはそれ以下)

※指針値：中央公害対策審議会答申(昭和53年3月)による短期暴露指針値
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３．生活環境影響調査の結果 ①大気質

25

■予測結果及び影響の分析

〇煙突排ガスの排出（短期平均濃度：一時的な高濃度（1時間値））

浮遊粒子状物質、塩化水素の予測結果は、ともに生活環境の保全上の目
標（環境基準、目標環境濃度）を満足するものでした。

0.035085

0

0.1

0.2

0.3

1時間値

浮遊粒子状物質の予測結果mg/m3

環境基準（0.2以下）

0.006424

0

0.01

0.02

0.03

1時間値

塩化水素の予測結果ppm

目標環境濃度（0.02以下）

※目標環境濃度：「環境庁大気保全局通達(環大規第136号)」による目標環境濃度
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３．生活環境影響調査の結果 ①大気質
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■予測結果及び影響の分析

〇廃棄物運搬車両の走行
二酸化窒素、浮遊粒子状物質の予測結果（道路境界最大値）は、全ての

項目で生活環境の保全上の目標（環境基準、三重県環境保全目標）を満足
するものでした。

0.0020517

0.011139

0

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

0.06

0.07

年平均値 日平均値の98％値

二酸化窒素の予測結果ppm

三重県環境保全目標
(0.02以下)

環境基準
(0.04～0.06またはそれ以下)

0.030582

0

0.02

0.04

0.06

0.08

0.1

0.12

日平均値の2％除外値

浮遊粒子状物質

の予測結果
mg/m3

環境基準(0.1以下)
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３．生活環境影響調査の結果 ②騒音

27

■現地調査地点

国道42号南側

計画地敷地
境界南側

国道42号北側

：環境騒音

：道路交通騒音

：車両走行ルート

計画地敷地
境界北側

○調査期間

令和４年１１月

平日・休日各１日

○凡例

計画地
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■現地調査結果

〇環境騒音の状況

28

３．生活環境影響調査の結果 ②騒音

計画地敷地境界の環境騒音は、昼間のみ環境基準を満足していました。
なお、主要な騒音の発生源は、昼間、夜間ともに自然由来（真砂川の

流水音）でした。
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■現地調査結果

〇道路交通騒音の状況

29

３．生活環境影響調査の結果 ②騒音

道路敷地境界の道路交通騒音は、全地点で昼間・夜間ともに環境基準
を満足していました。
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３．生活環境影響調査の結果 ②騒音

30

■予測結果及び影響の分析

生活環境の保全上の目標
【施設の稼働】

規制基準（特定工場等において発生する騒音）

【廃棄物運搬車両の走行】
環境基準

★規制基準とは:
騒音規制法や三重県生活環境の保全に関する条例（県条例）は、騒音を発生させ

る特定の施設（特定施設）を設置している工場・事業場（特定工場等）を規制の対
象としており、地域や時間帯に応じて設定された規制基準を遵守することが求めら
れます。
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３．生活環境影響調査の結果 ②騒音

31

■予測結果及び影響の分析

〇施設の稼働

施設の稼働に伴う騒音の予測結果（敷地境界の最大値）は、全ての時間
区分で生活環境の保全上の目標（県条例規制基準）を満足するものでした。

50 50 50 50 

30

40

50

60

70

朝

6～8時

昼間

8～19時

夕

19～22時

夜間

22～翌6時

敷地境界の最大値

dB

騒
音
レ

ベ
ル

規制基準(55以下)

規制基準(60以下)

規制基準(55以下)

規制基準(50以下)
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３．生活環境影響調査の結果 ②騒音

32

■予測結果及び影響の分析

〇廃棄物運搬車両の走行

廃棄物運搬車両の走行に伴う騒音の予測結果（道路境界最大値）は、全
ての地点で生活環境の保全上の目標（環境基準）を満足するものでした。

69 69 
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国道42号北側 国道42号南側

道路敷地境界の最大値
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騒
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環境基準(70以下)
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３．生活環境影響調査の結果 ②騒音

33

■参考 騒音の目安

「工場・事業場に対する騒音・振動規制の手引き」

出典：三重県ホームページ
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３．生活環境影響調査の結果 ③振動

34

■現地調査地点

国道42号南側

計画地敷地
境界南側

国道42号北側

：環境振動

：道路交通振動

：車両走行ルート

計画地敷地
境界北側

○調査期間

令和４年１１月

平日・休日各１日

○凡例

計画地
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■現地調査結果

〇環境振動の状況

35

３．生活環境影響調査の結果 ③振動

計画地敷地境界の環境振動は、全地点で基準（振動の感覚閾値：人が
振動を感じ始める値）を満足していました。
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■現地調査結果

〇道路交通振動の状況

36

３．生活環境影響調査の結果 ③振動

計画地敷地境界の道路交通振動は、全地点で昼間・夜間ともに要請限
度を満足していました。
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３．生活環境影響調査の結果 ③振動

37

■予測結果及び影響の分析

生活環境の保全上の目標
【施設の稼働】

規制基準（特定工場等において発生する振動）

【廃棄物運搬車両の走行】

要請限度

★規制基準とは:
振動規制法や三重県生活環境の保全に関する条例（県条例）は、振動を発生させ

る特定の施設（特定施設）を設置している工場・事業場（特定工場等）を規制の対
象としており、地域や時間帯に応じて設定された規制基準を遵守することが求めら
れます。
★要請限度とは:

要請限度とは、道路交通振動により道路周辺の生活環境が著しく損われていると
認められる際の基準をいいます。
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３．生活環境影響調査の結果 ③振動

38

■予測結果及び影響の分析

〇施設の稼働

施設の稼働に伴う振動の予測結果（敷地境界最大値）は、全ての時間区
分で生活環境の保全上の目標（県条例規制基準）を満足するものでした。
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３．生活環境影響調査の結果 ③振動

39

■予測結果及び影響の分析

〇廃棄物運搬車両の走行

廃棄物運搬車両の走行に伴う振動の予測結果（道路境界最大値）は、全
ての地点で生活環境の保全上の目標（要請限度）を満足するものでした。

要請限度(70以下)
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３．生活環境影響調査の結果 ③振動
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■参考 振動の目安

「工場・事業場に対する騒音・振動規制の手引き」

出典：三重県ホームページ
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３．生活環境影響調査の結果 ④悪臭

41

■現地調査地点

：悪臭調査地点

○凡例

○調査期間

令和４年７月（夏季）

令和５年１月（冬季）

計画地
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■現地調査結果

〇悪臭の状況

42

３．生活環境影響調査の結果 ④悪臭

計画地及びその周辺の調査では、全７地点で基準等（悪臭防止法規制
基準）を満足していました。

単位：ppm（臭気指数を除く）

調査結果 基準等 調査結果 基準等

アンモニア <0.1 1 イソブタノール <0.09 0.9

メチルメルカプタン <0.0002 0.002 酢酸エチル <0.3 3

硫化水素 <0.002 0.02 メチルイソブチルケトン <0.1 1

硫化メチル <0.001 0.01 トルエン <1 10

二硫化メチル <0.0009 0.009 キシレン <0.1 1

トリメチルアミン <0.0005 0.005 スチレン <0.04 0.4

アセトアルデヒド <0.005 0.05 プロピオン酸 <0.003 0.03

プロピオンアルデヒド <0.005 0.05 ノルマル酪酸 <0.0001 0.001

ノルマルブチルアルデヒド <0.0009 0.009 ノルマル吉草酸 <0.00009 0.0009

イソブチルアルデヒド <0.002 0.02 イソ吉草酸 <0.0001 0.001

ノルマルバレルアルデヒド <0.0009 0.009 <10 15か21

イソバレルアルデヒド <0.0003 0.003

項目 項目

特
定
悪
臭
物
質

特
定
悪
臭
物
質

臭気指数

注）調査した7地点全てで、同じ調査結果（測定下限値未満）となりました。
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３．生活環境影響調査の結果 ④悪臭

43

■予測結果及び影響の分析

生活環境の保全上の目標
【煙突排ガスの排出】

規制基準（工場・事業場から発生する悪臭）
※予測項目：臭気指数

【施設からの悪臭の漏洩】
規制基準（工場・事業場から発生する悪臭）

※予測項目：臭気指数

★臭気指数とは:
悪臭防止法は、工場その他事業場における事業活動に伴って発生する悪臭につい

て必要な規制を行うものであり、尾鷲市では臭気指数により規制されています。
臭気指数は臭気の強さを表す数値で、においのついた空気や水をにおいが感じら

れなくなるまで無臭空気（無臭水）で薄めたときの希釈倍数（臭気濃度）を用いて
「臭気指数＝10×log(臭気濃度)」で表されます。
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３．生活環境影響調査の結果 ④悪臭

44

■予測結果及び影響の分析

〇煙突排ガスによる悪臭の影響、施設からの漏洩による悪臭の影響

煙突排ガス排出及び施設からの漏洩による臭気指数の予測結果は、生活
環境の保全上の目標（規制基準）を満足するものでした。

規制基準(15以下)



Copyright © Kokusai Kogyo Co., Ltd. All Rights Reserved.

３．生活環境影響調査の結果 ④悪臭

45

■参考 臭気指数の目安

環境省「においの評価」から作成

臭気指数 目安

0 郊外のきれいな空気

5 工場地域の空気

10 梅の花

15 化粧品売り場

20 花火をしているとき・トイレの芳香剤

25 線香・しょうゆ

30 ガソリンの給油・たばこ

35 コーヒー

45 にんにくを炒めた時
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４．報告書の縦覧及び意見書の提出について

46

○報告書の縦覧

・縦覧期間

令和５年９月４日（月）～令和５年１０月３日（火）

ただし、土曜日、日曜日及び国民の祝日を除く

午前８時30分から午後５時まで

・縦覧場所

東紀州環境施設組合（尾鷲市矢浜３丁目２番３号）

※東紀州環境施設組合のホームページでも同様の資料が

ご覧いただけます。

（https://www.higashikishu-efa.jp/）

https://www.higashikishu-efa.jp/
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４．報告書の縦覧及び意見書の提出について

47

○意見書の提出

施設の設置に関し利害関係を有する方は、生活環境の

保全上の見地から意見書を提出することができます。

・提出期間

令和５年９月４日（月）～令和５年１０月１７日（火）

・提出方法

ア）持参：土曜日、日曜日及び国民の祝日を除く

午前８時３０分から午後５時まで

イ）郵送：１０月１７日（火）必着

ウ）FAX、Eメール：１０月１７日（火）午後５時必着
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４．報告書の縦覧及び意見書の提出について

48

○意見書の提出

・提出先

東紀州環境施設組合

〒519-3671 三重県尾鷲市矢浜三丁目２番３号

TEL:0597-49-0080 FAX:0597-49-0081

E-mail：higashikishu-k5@gaea.ocn.ne.jp
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４．報告書の縦覧及び意見書の提出について

49

○意見書の提出

・様式の配布

ア）公共施設

・東紀州環境施設組合（尾鷲市矢浜３－２－３）

・尾鷲市環境課（尾鷲市古戸町１０－９）

・熊野市環境対策課（熊野市有馬町５２３３）

・紀北町環境管理課（紀北町東長島７６９－１）

・御浜町生活環境課（御浜町大字阿田和６１２０－１）

・紀宝町環境衛生課（紀宝町鵜殿３２４）

イ）ホームページ

・東紀州環境施設組合
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○今後も引き続き、東紀州環境施設組合のホームページや

各市町の広報誌などを通じ、情報発信を行ってまいります。

・東紀州環境施設組合ホームページ

https://www.higashikishu-efa.jp/

ご清聴ありがとうございました。

https://www.higashikishu-efa.jp/

